
●大雨のあとは異常がないか、がけの状態を調べましょう。

●がけや盛り土の崩落を防ぐためのよう壁も、その構造や
　築年数の経過によっては崩れる危険性があります。

●勾配が30度以上あるがけは、大雨により崩れる危険性が
　高い場所です。
●万一に備えて、避難方法をあらかじめ決めておきましょう。　　

勾配が30度以上、
高さ5ｍ以上

30°30° 雨が集中して
流れるところ
がある

不安定な岩や土の
かたまりがある 斜面に亀裂がある

がけに隣接して林がある

わき水が
出ている

よう壁が変形したり、
割れ目がある

よう壁の裏側に
補強用の石が
詰まっていない

水抜き穴が少ない、
または詰まっている

がけの上に
水がたまっている

基礎部分が十分に
土中に埋まっていない
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●山鳴りがする。
●川が濁ったり、流木が混じり
　はじめる。
●雨が降り続いているのに、
　川の水位が下がる。

●がけから出る水が濁る。
●がけに亀裂が入る。
●小石がパラパラ落ちてくる。
●がけから音がする。

●地面にひび割れができる。
●地面の一部が陥没したり、
　隆起したりする。
●沢や井戸の水が濁る。
●斜面から水がふきだす。

ゆるやかな斜面において、降雨の影
響で地下水の水位が上昇することに
よって地面がゆっくりと下に動き出す
現象。範囲が広いため、甚大な被害
が発生する。

斜面の地表に近い部分が雨水の浸透
や地震等でゆるみ、突然崩れ落ちる
現象。瞬時に崩れるため、逃げ遅れる
人も多く、人命が失われることも多い。

渓流にたまった土砂や石が大雨によ
って一気に下流に流される現象。時
速２０～４０Kmという速さで建物な
どを壊滅させてしまう。

土石流

こんな前ぶれに注意して！ こんな前ぶれに注意して！ こんな前ぶれに注意して！

急傾斜地の崩壊（がけ崩れ） 地すべり

こんな｢がけ｣や｢よう壁｣は特に注意

土砂災害の種類と前兆現象

こんな｢がけ｣や｢よう壁｣は特に注意

が け よう壁

土砂災害の種類と前兆現象

危険箇所を点検してみましょう危険箇所を点検してみましょう危険箇所を点検してみましょう

　大雨や台風、地震が起きたときには、地盤がゆるみ土石流やがけ崩れ、地すべりといった土砂災害を引き起こす可能
性があります。土砂災害から身を守るためには、まず自分の家の周りに危険がないか確かめることが重要です。また、土
砂災害には前ぶれ現象があります。前兆現象を感じたら速やかに避難するようにしましょう。

「気象庁ホームページ」

自分がいる場所の「キキクル」
を確認しましょう。
自分がいる場所の「キキクル」
を確認しましょう。気象庁のホームページ、「キキクル」を活用しよう！

　気象庁 HP の「キキクル（危険度分布）」とは、大雨や洪水による災害の危険が、
どこで、どのレベルで迫っているかを、地図上で視覚的に知ることができる情報です。
大雨による土砂災害の危険度は「土砂キキクル」、短時間の強雨による浸水害の危険
度は「浸水キキクル」、河川の洪水災害の危険度は「洪水キキクル」で、確認するこ
とができます。

　気象庁 HP の「キキクル（危険度分布）」とは、大雨や洪水による災害の危険が、
どこで、どのレベルで迫っているかを、地図上で視覚的に知ることができる情報です。
大雨による土砂災害の危険度は「土砂キキクル」、短時間の強雨による浸水害の危険
度は「浸水キキクル」、河川の洪水災害の危険度は「洪水キキクル」で、確認するこ
とができます。 検索▶

落ちそうな岩や
土のかたまりは
のぞきましょう。

●日頃から避難する場所や道路
　などを確認しておきましょう。
●がけ地を所有している方は、
　がけの周辺を見回り、次のよ
　うなことを心がけましょう。

がけの危険な部分は
ビニールなどで覆い、
雨水のしみ込みを
防ぎましょう。

崩れそうな所は
木や板の柵、石積を
しましょう。

大きな木は
地を揺らさないよう
枝を切りましょう。

雨水をがけに
流さないように水路
を造りましょう。

水路のゴミを
掃除して

おきましょう。

壊れた石垣などは
修理や補強を
しましょう。
困難な場合は
専門業者に

依頼しましょう。

土砂災害警戒区域と土砂災害危険箇所土砂災害警戒区域と土砂災害危険箇所

あなたにもできる土砂災害の予防策あなたにもできる土砂災害の予防策

土砂災害警戒区域

土砂災害警戒区域（通称:イエローゾーン） 土砂災害特別警戒区域（通称 : レッドゾーン）
　土砂災害防止法に基づき指定された区域であり、住民の生命
または身体に危害が生じるおそれがある区域です。

　土砂災害警戒区域のうち、建築物に損壊が生じ、住民の生命
または身体に著しい危害が生じるおそれがある区域です。

これらの区域は「土石流」「急傾斜地の崩壊」「地すべり」に区分されています。

斜面の状態の変化に
十分注意しましょう！

土石流 急傾斜地の崩壊（がけ崩れ） 地すべり

土 砂 災 害土 砂 災 害
　田川市では、多くの土砂災害（特別）警戒区域が指定されています。地図面で確認してみましょう。また、土砂災害
警戒区域などに住んでいる人は、大雨のときには警戒避難が必要です。避難指示などの情報に注意してください。
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